
アルジェリア政治・経済月例報告 

（２０１７年１２月） 

 

平成３０年２月 

在アルジェリア日本国大使館 

１ 内政 

●９日，ウルドゥ・アッベスＦＬＮ党首は，先月の地方議会選挙の結果，約７

０の地方議会にてＦＬＮが過半数を占めたと発言。 

●９日，未来戦線等の野党が，６日の米大統領によるエルサレムに関する決定

を非難し，当国政府の立場を評価すると声明。 

●２３日，ウーヤヒヤ首相，ハダッド経営者フォーラム（ＦＣＥ）代表及びシ

ディ・サイード全国労働者連盟（ＵＧＴＡ）事務局長間で三者会合が開催され，

経済分野の公的企業における第三者の資本参加割合につき合意。 

●２７日，ブーテフリカ大統領は閣議を主宰し，２０１８年予算法を承認し，

１月１２日をベルベル新年「ヤンナーイル」として祝日と決定。 

 

２ 外交 

●３日，メサヘル外務大臣は来訪の兪建華・商務部副部長兼国際貿易交渉副代

表と会談。 

●４～５日，ベンサラ国民評議会議長，ブハジャ国民議会議長，ウーヤヒヤ首

相は，来訪の陳元・中国人民政治協商会議全国委員会副主席とそれぞれ会談。 

●６日，来訪したマクロン仏大統領が，ブーテフリカ大統領と会談し，経済協

力，テロ対策及び査証政策等につき協議。 

●７日，ウーヤヒヤ首相が訪仏し第４回仏アルジェリア高等政府間委員会を開

催。経済，職業訓練，保健，文化等に関する合意文書１１件に署名。 

●７日，当国外務省は，６日の米国によるエルサレムのイスラエル首都として

の承認等を非難し，パレスチナ人の権利に対する支援を表明し，その国家的諸

権利及び聖地の国際的状況の尊重のため，国際社会に対し必要な措置を執るよ

う呼び掛けると声明。 

●９日，メサヘル外務大臣はアラブ連盟臨時会合において米国によるエルサレ

ムに係る動きを非難。 

●１０日の人工衛星アルコムサット１号の打ち上げ成功を受けて，ブーテフリ

カ大統領と習近平国家主席は祝電を交換。 

●１０日～１１日，ＡＵ委員会及びアルジェリア政府共催のテロ対策に関する

ハイレベル・フォーラムが当国オランにて開催。メサヘル外務大臣，チェルギ

ＡＵＣ平和・安全保障担当委員，ゼリフーン国連政務局次長らが出席。 



●１７日，シラージュ・リビア首脳評議会代表（国民統一政府（ＧＮＡ）首相）

は，スキラト合意２周年を目前とした欧米歴訪後，来訪し，ウーヤヒヤ首相と

会談。 

●１９日，ウーヤヒヤ首相，来訪したアール＝シェイク・サウジアラビア諮問

評議会議長及びムハンマド・カタール副首相兼外相とそれぞれ会談。 

 

３ 治安 

●２日，セティフ県において，巡回中の治安機関が国鉄セティフ駅付近で不審

者を発見し追跡すると，同人は所持していたリュックサックを投棄して逃亡。

リュックサック内から自爆ベルトが発見。 

●４日，バトナ県において，軍は銃器３丁を所持するテロ支援者５人を逮捕。 

●５日，シュレフ県において，軍は情報に基づきテログループ支援者１人を逮

捕。 

●７日，バトナ県において，軍は銃器２丁を所持するテログループ支援者３人

を逮捕。 

●１０日，タマンラセット県イン・ゲザム地区において，軍はテロ・組織犯罪

対策の一環でカラシニコフ小機関銃１丁及び弾筒２個を所持し，バイクで越境

を試みたチャド人２人を逮捕。 

●１０日，バトナ県及びミラ県において，軍はテログループ支援者５人を逮捕。 

●１４日，ブイラ県ガディリア地区において，軍はテロリスト１人（Ｔ．ファ

ティ，別称：ヤセル）を逮捕し，カラシニコフ小機関銃１丁，弾筒３個，銃弾

１９５個，双眼鏡１個及び爆発物１０キロを押収。 

●２０日，トレムセン県において，治安機関はＩＳＩＬ系グループのメンバー

５人を逮捕（６人目を捜索中）。同グループは新年の機会にトレムセン市内でテ

ロを画策。家宅捜査でトルコとＵＡＥの査証を有する複数の旅券，航空券，テ

ロ喧伝文書・ＣＤ，刃物，多額の金銭等を押収。 

●２５日，バトナ県において，軍はテログループ支援者３人を逮捕。 

 

４ 経済 

●１日～４日，兪建華・商務部副部長兼国際貿易交渉副代表が当地を訪問し，

経済・科学技術協力の一環としてアルジェリアに２億元（約３０００万ドル）

の資金供与を行う協定にアヤディ外務次官と署名。ザアラーン公共事業・運輸

大臣と会談し，シェルシェル中央商業港等につき協議。 

●５日，ラウイア財務大臣は来訪の陳元・中国人民政治協商会議全国委員会副

主席と会談し，シェルシェル中央商業港等について協議。 

●５日，ソナトラックとＤＥＡ ＡＧ（独）は石油上流部門での協力に関するＭ



ＯＵを締結。 

●６日，自動車組立事業に関する新たな政令と仕様書が官報第６８号で公布。 

●６日，バトゥナの工場で組立てられたヒュンダイのカウンティー・バス３０

台が初めて納品。 

●７日，第４回仏アルジェリア高等政府間委員会が開催され，イプセン（仏）

と当地イスリー・ホールディング社が合弁企業を立ち上げ，腫瘍学関連の薬品

を生産する工場を建設・運営することで合意。投資額は約２５００万ユーロの

見込み。 

●９日，ザアラーン公共事業・運輸大臣は，シェルシェル中央商業港建設プロ

ジェクトが２０１８年の着工を前に「最後の修正」の段階にあると発言。また，

ベンメラディ商業大臣は同港が将来的にサハラ以南のアフリカへの流通の拠点

となり，国際平均より高いアルジェリアのロジスティックスの経費が大幅に軽

減されると発言。 

●１０日，ギトゥーニ・エネルギー大臣はクウェートでエジプトのエル・モッ

ラ・エネルギー大臣とアルジェリアの液化石油ガスと液化天然ガスのエジプト

での販売について協議。液化石油ガスの輸出は年５０万トン規模となる見込み。 

●１０日，アルジェリア宇宙庁と中国との協力によってアルジェリア初の衛星

アルコムサット１号が中国四川省西昌衛星発射センターから打ち上げられた。

同衛星は通信衛星として利用され，将来的に複数のテレビ番組の受信，インタ

ーネットの高速化，遠隔教育，遠隔医療，テレビ会議等を可能にし，北アフリ

カとサヘル地域をカバーするという。 

●１０日－１６日，オランで第１７回Ａｕｔｏｗｅｓｔ自動車フェアが開催。

この中で，ルノー・アルジェリア社は２０１８年初めに１．５ｄＣｉモデルの

ディーゼル車の組立てを開始すると発表。価格は１７９万９千ディナールとな

る予定。また，ルノーがアルジェリアでの組立生産開始から３年間で１０万台

の生産と３０％の現地調達率を達成したことも明らかに。 

●１１日，アルジェリア中央銀行は国内の銀行に対し，貿易業務における為替

リスクをカバーするための新しい措置を指示。２０１８年１月２日より実施。 

●１２日，アルズー港からガンビアに向けて１６６００トンのセメントが輸出

された。アルジェリアにとって初めてのセメント輸出オペレーション。 

●１６日，ウーヤヒヤ首相はアドラール県を訪れ，ルネッガンのガス・コンプ

レックス及びティメクタンのセメント工場の落成式に出席。同ガス・コンプレ

ックスはソナトラックとレプソル（西），ＲＷＥ－ＤＥＡ（独）及びエディソン

（伊）のパートナーシップにより運営される。同セメント工場は中国との協力

の枠組で建設され年間１５０万トンの生産を見込む。 

●１８日，ソナトラックとエニ（伊）が再生可能エネルギー開発に関するＭＯ



Ｕを締結。 

●１８日，ソナトラックがスキクダ大学工学部と石油化学に関する共同研究施

設を創設すると発表。 

●１９日，ベンメラディ商業大臣は，２０１８年より自動車を除き現行の輸入

ライセンス制度を廃止することを発表。但し，輸入削減のための努力は継続す

るとし，当面輸入が禁止される９００あまりの製品リストを提示した。また，

菓子などへの転用を禁じたパン専用の指定小麦を輸入することで，パン屋の不

当な利ざやを防止する措置を講ずる旨発言。なお，同大臣は２０１７年の年間

輸入高が４５０億ドル（２０１６年４６７億ドル）となる見込みであることを

明らかにし，２０１８年は年３００億ドルにまで削減するよう努めるとあらた

めて言明。 

●１９日，国営電機メーカーＥＮＩＥのベッカラ社長は，２０１８年１月より

同社初となるスマートフォンの販売を開始すると発表。 

●２５日，ウーヤヒヤ首相が産業・鉱業大臣及び財務大臣に宛てた１４日付の

通達の中で，乗用車及び事業用車両の組立て事業のオペレーターを各５社ずつ，

計１０社に限定する指示をしていた旨インターネット紙ＴＳＡが報じた。乗用

車組立て事業の認定オペレーターとして名前が挙がったのは以下：ルノー・ア

ルジェリア，ソヴァック，タフクート，日産及びプジョー。 

●３１日，ウーヤヒヤ首相が乗用車及び事業用車両の組み立て事業に携わるオ

ペレーターを各５社ずつに限定する措置を，２０１８年１月３１日まで凍結す

ることを決定した旨各紙が報道。 

 

５ 日本との関係 

●１３日，日本大使公邸で天皇誕生日祝賀レセプションが開催され，ラウイア

財務大臣及びメバルキ職業訓練・専門教育大臣が出席。 

●２３日，ブーテフリカ大統領は天皇陛下及び安倍総理宛に天皇誕生日の祝電

を送付。本年が両国の外交関係樹立５５周年にあたることに言及し，関係強化

への期待を表明。 

●２３～２４日，佐藤外務副大臣が当地を訪問し，ユースフィー産業・鉱業大

臣及びメサヘル外務大臣と会談。会談後の共同記者会見でメサヘル外務大臣は，

日アルジェリア間で租税条約及び投資協定が近々締結されるであろう旨発言。 

●２６日，日本国外務省が招へいしたシャアブ紙編集長による岡外務省中東ア

フリカ局長インタビューが同紙に掲載。 

●２７日，藤原大使は当地の政財官学界，メディア等のオピニオンリーダー等

１２８名を対象に大使レターを発出。 

 



＜アルジェリア要人の外国訪問＞ 

日付 国 氏名・肩書き 目的 

１２月１日 イタリア メサヘル外務大臣 ローマ国際会議「地中海対

話」に出席。伊のアルファ

ーノ外務大臣，英のバート

中東・北アフリカ担当大臣

と会談 

１２月６日 ケニア ゼルアティ環境・再生

可能エネルギー大臣 

第三回国連環境総会に出席 

１２月７日 フランス ウーヤヒヤ首相 フィリップ首相と共に仏ア

ルジェリア閣僚級ハイレベ

ル委員会を主催 

１２月７日 イタリア メデルシ憲法評議会

議長 

第１１３回「法による民主

主義のための欧州委員会」

（ヴェニス委員会）に出席 

１２月９日 エジプト メサヘル外務大臣 ６日の米大統領によるエル

サレムに関する決定に対す

るアラブ連盟緊急閣僚会合

に出席 

１２月１０日 クウェー

ト 

ギトゥーニ・エネルギ

ー大臣 

第９９回アラブ石油輸出国

機構閣僚級会議に出席 

１２月１２日 フランス メサヘル外務大臣 大統領代理として気候変動

に係る「ワン・プラネット・

サミット」に出席 

１２月１３日 トルコ ブハジャ国民議会議

長 

大統領代理としてイスラム

協力機構特別首脳会議に出

席 

１２月１４日 ドイツ ベドゥイ内務・地方自

治・国土整備大臣 

デメジエール内務大臣と会

談。ハメル警察庁長官同行 

１２月１４日 モロッコ ベンサラ国民評議会

議長 

「エルサレム支援のための

議会議長会合」に出席 

１２月１７～

１８日 

ニジェー

ル 

ベドゥイ内務・地方自

治・国土整備大臣 

バズム内務大臣と会談 

１２月１７～

１８日 

チュニジ

ア 

メサヘル外務大臣 リビア問題三か国会合に出

席。エセブシ大統領を表敬。

サラーメ国連特使と会談 



１２月２２日 アゼルバ

イジャン 

アイサ宗教・ワクフ大

臣 

「文明及び宗教の発展にお

けるイスラムの連帯の役割

に関する国際会議」に出席 

１２月２９日 カタール ゼルアティ環境・再生

可能エネルギー大臣 

第３回「アラブ諸国におけ

る女性と社会的責任に関す

る会議」に出席 

 

 

＜外国要人のアルジェリア訪問＞ 

日付 国 氏名・肩書き 目的 

１２月１～４日 中国 兪建華・商務部

副部長兼国際貿

易交渉副代表 

メサヘル外務大臣，ザアラ

ーン公共事業・運輸大臣と

会談 

１２月３日 チュニジア ベヒ通商大臣 ユースフィー産業・鉱業大

臣，ベンメラディ商業大臣

と会談 

１２月３～５日 ギニア トゥーレ外務大

臣 

ウーヤヒヤ首相を表敬。メ

サヘル外務大臣と第３回ア

ルジェリア・ギニア合同委

員会を主宰 

１２月４日 中国 陳元・中国人民

政治協商会議全

国委員会副主席 

ベンサラ国民評議会議長，

ブハジャ国民議会議長，ウ

ーヤヒヤ首相及びラウイア

財務大臣を表敬 

１２月４～５日 ハンガリー バログ外務貿易

副大臣 

ブアズギー農業・地方開

発・漁業大臣と第２回経済

合同委員会を主宰。メサヘ

ル外務大臣及びウーヤヒヤ

首相を表敬 

１２月６日 フランス マクロン大統領 ベンサラ国民評議会議長が

空港に出迎え。ブーテフリ

カ大統領と会談。ウーヤヒ

ヤ首相，ガイド・サラ国防

副大臣兼参謀総長が表敬 

１２月９日 国連 ビーズリー国連

世界食糧計画事

ウーヤヒヤ首相を表敬 



務局長 

１２月１２日 ベネズエラ モロス大統領 トランジットのためアルジ

ェ空港着。ベンサラ国民評

議会議長が応接 

１２月１３日 スペイン エグレシアス警

察庁長官 

ダフムネ内務省事務次官と

会談 

１２月１５日 ベネズエラ モロス大統領 トランジットのためアルジ

ェ空港着。ウーヤヒヤ首相が

応接 

１２月１７日 リビア シラージュ首脳

評議会代表（国

民統一政府首

相） 

ウーヤヒヤ首相と会談 

１２月１８～ 

２１日 

サウジアラ

ビア 

アール＝シェイ

ク諮問評議会議

長 

ブーテフリカ大統領を表

敬。メデルシ憲法評議会議

長，ベンサラ国民評議会議

長，ウーヤヒヤ首相，メサ

ヘル外務大臣，ギトゥー

ニ・エネルギー大臣及びア

イサ宗教・ワクフ大臣と会

談 

１２月１８日 カタール ムハンマド副首

相兼外相 

ウーヤヒヤ首相を表敬，メ

サヘル外務大臣と会談 

１２月１９日 クロアチア ハサノヴィッ

チ・イスラム教

指導者（ムフテ

ィー） 

ガラマッラー・イスラム最

高評議会議長，アイサ宗

教・ワクフ大臣と会談 

１２月２０日 コンゴ（共） ガコッソ外務大

臣 

ウーヤヒヤ首相を表敬，メ

サヘル外務大臣と会談 

１２月２１日 チュニジア ハルブース高等

教育・科学研究

大臣 

ウーヤヒヤ首相を表敬 

１２月２３日 日本 佐藤外務副大臣 メサヘル外務大臣及びユー

スフィー産業・鉱業大臣と

会談 

１２月２５～ トルコ ボズキル・トル ベンサラ国民評議会議長，



２６日 コ大国民議会外

務委員会議長 

ブハジャ国民議会議長，ウ

ーヤヒヤ首相及びメサヘル

外務大臣を表敬 

 

           （了） 

    

    

    

    

    

 

 

 


